
学会新名称等に関する評議員会案 
2003年 5月25日 

学会および学会誌新名称の提案 

学会名称（現行「日本民族学会」） 

日本文化人類学会 
学会英語名称（現行 Japanese Society of Ethnology） 

Japanese Society of Cultural Anthropology 
学会誌名称（現行『民族學研究』） 

『文化人類学』 
学会誌英語名称（現行 Japanese Journal of Ethnology） 

Japanese Journal of Cultural Anthropology 
 

学会会則 新旧対照表（案） 
旧 新 

日本民族学会会則 
 
 
 

日本文化人類学会会則 
 
改正  2003(平成 15)年 5月 
 

第一章 総則 
 
第一条 この会は日本民族学会と称する。 

 

第一章 総則 
 
第一条 この会は日本文化人類学会と称する。 

 
第三条 この会は人類の文化を研究する民族学，文

化人類学，社会人類学などの発展と普及を図ること

を目的とする。 
 

第三条 この会は日本民族学会を継承し，人類の文化

を研究する文化人類学，社会人類学，民族学などの発

展と普及を図ることを目的とする。 
 

第四条 この会は前条の目的を達成するために，次

の事業を行なう。 
１．機関誌及び図書などの刊行 
２．研究発表のための会合の開催 
３．国内及び国外の学術団体，学会との連絡･交流 
４．人類の文化を研究する民族学，文化人類学，社

会人類学などの研究調査 
５．その他目的を達成するために必要な事業 
 

第四条 この会は前条の目的を達成するために，次の

事業を行なう。 
１．機関誌及び図書などの刊行 
２．研究発表のための会合の開催 
３．国内及び国外の学術団体，学会との連絡･交流 
４．人類の文化を研究する文化人類学，社会人類学，

民族学などの研究調査 
５．その他目的を達成するために必要な事業 
 

付則 
第二十四条 この会則は２００１年（平成１３年）

５月２０日より施行する。 
 
 

付則 
第二十四条 この会則は２００４年（平成１６年）４

月１日より施行する。 
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学会新名称等に関する評議員会案 参考資料１ 

学会改称に向けた活動の経緯および今後の手続き 
「『日本民族学会』改称問題の扱い」 

（2002年６月２日総会決定、『民族學研究』第67巻第２号「学会通信」掲載） 

ａ）全学会員による投票により、有効投票数の３分の２以上の賛成をもって「学会がその名称の変更に向け準

備すること」の承認を得る。 
ｂ）上記ａ）の提案が承認された場合、理事会は改称の準備にとりかかる。 

・会員の意見を広く聴取する必要があると判断される案件（和文学会名称、英文学会名称、学会誌名

称、会則など）については、理事会はそれを会員に連絡し、ホームページやメーリングリストなど

で公開討論の場を設置する。 
・一定期間の討論を経た後に変更を要する各項目について、必要があると判断した場合、会員全員に

アンケートを実施し、会員の意向を探る。その際には、複数の選択肢を提案し、原則として多数意

見を尊重する。 
ｃ）理事会は、会員の意向を踏まえて、全体に不整合のない理事会案を2002年度内に作成する。 
ｄ）2003年度総会に先立つ評議員会において理事会案を諮り、評議員会出席者の過半数の賛成による承認をも
って評議員会案を策定する。 

ｅ）評議員会の承認が得られた場合、2003年度の総会において、改称問題に関する評議員会案を正式に提案し、
そこで議決する。総会出席者の過半数の賛成をもって諾否を決する。 

ｆ）総会で改称案が承認された場合、2004年４月１日をもって学会名称その他を変更する。 

上記決定にしたがい、学会改称に関する評議員会案策定にいたるまでに、下記のごとく学会は活動してきました。 

①「学会がその名称の変更に向け準備すること」の可否を問う全会員による投票 
送 付：2002年７月10日 
締め切り：2002年９月25日 
告 知：全会員に対する郵送。学会ホームページおよび会員連絡用メーリングリスト（JSE-INFO）。 
開 票：2002年９月28日。 
結 果：有効投票数648中、573票、すなわち88.4％の賛成票により承認。 
結果通知：2002年10月30日付で全会員に対し書面送付。『民族學研究』第67巻第３号「学会通信」に掲載、 

学会ホームページおよび JSE-INFO。 
②学会改称に関する会員からの意見聴取 
開 始：2002年７月10日。ファクス、書面による他、改称問題討論専用メーリングリスト（JSE-RENAME）を運 

用。継続中。 
公 開：学会ホームページおよび JSE-RENAME。 
③学会新名称等に関する意見募集 
開 始：10月30日 
締め切り：12月20日（受付は継続するが、この日を境目として結果をとりまとめた） 
告 知：全会員に対する書面送付。学会ホームページおよび JSE-INFO。 
公 開：学会ホームページおよび JSE-RENAME。 
④学会新名称等に関するアンケート（2002年度第４会理事会－10月５日－にて実施を決定） 
送 付：2003年２月14日 
締め切り：2003年３月14日 
開 封：2003年３月24日 
結果通知：学会ホームページ上。 
⑤学会新名称等に関する理事会案策定 
決 定：2002年度第７回理事会－2003年３月29日 
⑥学会新名称等に関する評議員会案策定 
決 定：2003年度第１回評議員会－2003年５月24日 
 

今後の手続きは下記の通りです。 

①評議員会案（ないしその修正案）が了承された場合には、諸規程の改定等必要な手続きを踏んだ上で、2004年４月１日
をもって改称を実施。 
②理事会案（ないしその修正案）が評議員会において了承されなかった場合、評議員会案（ないしその修正案）が総会に

おいて了承されなかった場合、その時点において第20期における改称に向けた活動は終了とする。 
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学会新名称等に関する評議員会案 参考資料２ 

「学会新名称等に関するアンケート」 
開封結果 

作成：２００３年３月２８日 
発送数 返送数 有効数＊ 

 
１９２６通 

 

 
６０２通 

 
５９４通 

＊無効票（内容物まちがい１、消印無効７）を除いたもの 
 

★ 有効返送率：３０.８％ 
 
１． 改称後の日本語学会名称 
１． 日本 
文化人類学会 

２． 
文化人類学会 

３．文化人類

学･民族学会 ４．その他 白票 複数回答によ

る無効 

３４３ １４１ ７４ ２９ ６ １ 

 
２． 改称後の英語学会名称 
１． Japanese 

Anthropological 
Association 

２．Japanese  
Society of  
Cultural  
Anthropology 

３．Japanese  
Society of 

  Socio-Cultural 
  Anthropology 

４． 
その他 白票 

複数回答

による無

効 

２０７ ２３４ １０６ ３１ １４ ２ 

 
３．改称後の学会誌日本語名称 
１． 
『文化人類学』 

２．『文化人類学

研究』 
３． 
『人類学研究』 

４． 
その他

白票 複数回答に
よる無効 

２５６ １６５ ９７ ５５ １５ ６ 

 
４．改称後の学会誌英語名称 
１． Japanese  

Journal of  
Anthropology 

２． Japanese  
Journal of  
Cultural 
Anthropology 

３． Japanese  
Journal of 
Socio-Cultural 
Anthropology 

４． 
Journal of  
〈英語学会名称〉 

５． 
その他 

１４１ ２５３ ９６ ４６ ２６ 

白票 ２７ 複数回答による無効 ５ 
（以上） 

 3


